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安価な 3D プリンターや手のひらサイズのシングルボードコンピューターなどによる趣味の

DIY が一般にも広く普及する中、科学技術の分野においても実験機器類をコストをかけずに自作

して、またオープンソーステクノロジーとして公開する例［1, 2］も近年多く見られるようになっ

た。特に近年では、光学顕微鏡を 3D プリンターにより作製して公開する例も多く報告されてい

る［3, 4］。中でも英国バース大学のグループが開発した OpenFlexure 顕微鏡およびステージ［5–8］

では、厚く剛直な部分と薄く屈曲性を持たせた部分を塗り分けることで作製されたフレクシャ機

構を巧みに利用して、数十 nm 程度の極めて高い位置決め精度が実現されている。本研究では、

OpenFlexure Delta Stage［7］に数点のプリント部品を追加することで、光セクショニング像の取得

が可能な構造化照明顕微鏡の作製に成功した［9］ので報告する。光セクショニング像を得るため

には、縞状パターンを試料に照射するためのグリッドを試料と共役な面内で縞周期の 1/3 に相当

する分だけ変位させては三度撮像する必要がある。そのためのフレクシャステージおよび補助部

品をオープンな CAD ソフトである OpenSCAD により設計し、3D プリントして用いた。平面ミラ

ーを試料として光軸方向の応答曲線を測定し、およそ 4.0 µm の深さ分解能を有することを確認で

きた。システムは Raspberry Pi により自動制御し、PC からの遠隔操作も可能である。光セクショ

ニング像の取得が可能な光学顕微鏡といえば、非常に高額でその利用にも熟練を要するものも多

いが、今回我々の提案したシステムは、トータルコスト

数万円程度で構築でき、また趣味の電子工作とも呼べる

ほどに技術的なハードルも低いものであり、誰でもが比

較的手軽に構築可能なものとなっている。 
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Fig. 1: Photograph of 3D-printed 

structured illumination microscope 

based on flexure stages 
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